
春
の
高
山
祭
「
山
王
祭
」
と
煌
び
や
か
屋
台 新年特集

新
日
本
百
景

自
然
歳
時
記

20262026年　謹賀新年年　謹賀新年

　高山祭とは春と秋の２つの祭を指す総称。春の高山祭（山王祭）
は旧高山城下町南半分の氏神様である日枝神社（山王様）の例祭で
毎年４月１４日と１５日に開かれる。秋の高山祭（八幡祭）は城下町北
半分の氏神様である櫻山八幡宮の例祭で毎年１０月９日と１０日に
開かれる。祭の起源は飛騨の領国大名金森氏の時代（１５８５年か
ら１６９２年）、屋台の起こりは１７１８年頃といわれ、人形の動き
を巧みに操る「からくり奉納」と仕掛けが施された「戻し車」が披露
される。２０１６年には「高山祭の屋台行事」としてユネスコ無形
文化遺産に登録された。
　高山に春を告げる山王祭の舞台となる安川通りの南側の上町に
は、祭の屋台組の宝である屋台１２台が並び、そのうち３台が「から

くり奉納」をする。春の高山祭の豪華絢爛な１２台の祭屋台は「動く
陽明門」とも称される。闘鶏楽（とうけいらく）や裃姿（かみしもす
がた）の警固など伝統の衣装を身にまとった数百名の祭行列が、お
囃子や雅楽、獅子舞に先導されて町中をまわる。夜は提灯を灯し、
屋台をライトアップして練り歩く。
　写真はある年の春の高山祭。４月１４日の朝に松本市の美ヶ原温
泉の宿を発つ。高山市までは２時間。サクラの花が咲く信濃路と
飛騨街道であり、祭り見物には日傘が要るほどの日差しとなった。
１０月９日と１０日の秋の高山祭は駆け足で見ていたが、今回の春の
高山祭はゆったりと楽しむことができた。

（文章と写真は夏森龍之介）
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